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「

言

葉

と

暮

ら

し

」

と

い

う

灯

テ

ー

マ

り

、

「

言

葉

と

暮

ら

し

」

を

考

え

よ

う

と

い

も

の

で

す

。

言

い

添

え

れ

は

、

言

葉

を

「

言

薬

だ

け

」

「
言
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だ
け
」
は
あ
り
え
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新
し
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マ
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、

文

字

通

し

て

ま

い

祈

聞

テ

し

ビ

で

言

葉

が

話

題

に

な

り

ま

す

｀

て

言

葉

に

つ

い

て

』

ょ

ー

ー

し
止
い
し

し

」

を

見

つ

め

ぅ
＇
巳
晶
、
。

こ

o
-
ノ

I

f

本

誌

『

文

化

庁

月

報

』

に

は

、

国

立

国

語

研

完

所

の

所

員

が

交

仇

し

て

執

筆

す

る

言

葉

閲

係

の

コ

ラ

ム

が

、

過

去

三

年

間

続

い

て

来

て

い

ま

す

。

一

年

ご

と

に

テ

ー

マ

を

掲

げ

、

関

連

す

る

内

容

の

文

章

を

毎

号

連

賊

し

て

い

ま

す

。

平

成

ー

五

年

度

は

：

コ

来

語

の

現

状

と

そ

の

解

決

の

た

め

に

」

、

平

成

―

六

年

度

は

「

国

語

研

究

の

最

先

端

」

、

平

成

一

七

年

度

は

「

言

業

を

み

つ

め

る

」

と

い

う

テ

ー

ー

マ

で

し

た

も

新

年

度

を

迎

え

て

本

四

月

号

か

ら

は

、

「

言

葉

と

暮

ら

し

」

と

い

う

祈

た

な

テ

ー

マ

を

掲

げ

、

退

散

を

継

続

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

し

そ

こ

で

、

今

月

号

て

は

、

こ

の

「

言

葉

と

暮

ら

し

」

と

い

う

テ

ー

マ

の

意

味

合

い

を

考

え

ま

す
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そ

の

つ

の

日

的

で

、

何

か

を

し

て

い

て

、

具

体

的

使
っ
て
い
ま
す
＇
•
-
「
そ
の
つ
ど
、
ど
こ
か
で
、
何
か
の

日

的

で

、

何

か

を

す

る

」

と

い

う

こ

と

を

「

暮

ら

し

」

言

薬

は

い

つ

こ

と

に

な

り

ま

す

。

具

体

的

な

言

築
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、

「

言

業

だ

け
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で
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在

し

て

い

「
言
葉
と
暮
ら
し
」
の
か
か
わ

と

乎

ぶ

こ

と

廿
＇

i

}

`

‘

 

．
ヽ
！
し

f~— 

，
 
何

か

舌
[

¥

‘

e

-h-nT；
↑
9

，
 

い

ま

す

。

さ

ら

vヽJ
 

＼
 

9
「
コ

7

l

l

 

）， り
こ
と

が

ら

に

言

う

よ

う

で

の

中

で

と

ら

え

て

考

え

た

い

と

い

の

と

し

て

で

な

く

、

「

馨

ら

し

」

と

の

r.̂
 し

iこ
な

っ

て

い

ま

す

。

ま
せ

。

固
四
eg
四

―

ー

す

る

こ

こ

ん

な

場

所

で

、

っ

て

い

た

。

に

な

っ

た

）

テ

ー

マ

れ

く

ら

い
の

の

投

害

襴

に

は

、

こ

ん

な

人

が

、

さ

九

ま

す

r
,
)

こ

れ

も

「

言

葉

だ

け

」

「

こ

ん

な

時

に

、

こ

ん

な

言

葉

を

使

心

に

残

っ

た

（

逆

に

、

気

と

い

う

内

容

の

怠

見

が

し

ば

し

ば

紹

介

の

問

題

で

は

あ

り

の

一

場

面

で

の

言

葉

が

活

題

に

に

止

昨

年

ま

で

の

こ

の

コ

ラ

ム

で

繰

り

返

し

取

り

上

げ

「

分

か

り

に

く

い

外

来

語

」

の

問

題

も

同

様

で

す

。

外

来

語

と

い

う

二

言

葉

だ

け

」

に

問

題

や

責

任

が

あ

る

の

で

は

な

く

、

そ

の

外

来

語

を

知

ら

な

か

っ

た

り

分

か

ら

な

か

っ

た

り

す

る

恐

れ

の

大

き

い

人

た

ち

に

向

け

て

、

分

か

り

に

く

い

外

来

語

が

使

わ

九

る

こ

と

が

問

題

に

な

っ

て

い

ま

す

へ

）

こ

れ

も

、

「

言

簗

だ

け

」

ま
ら
な
い
問
題
と
い
ら
べ
き
で
す
~
＞

「
言
葉
と
暮
ら
し
」
を
見
つ
め
る

以

上

の

よ

う

な

息

い

を

込

め

て

、

と

い

ら

テ

ー

マ

を

掲

げ

ま

し

た

。

研

究

所

が

削

立

以

語

生

活

の

向

上

」

、
、

レ
J
、
こ
っ

ー

「

言

葉

と

暮

ら

し

」

-
]
l
+
6

、

J
i
々

l
hー

こ

れ

ま

で

同

椋

、

国

立

国

語

っ

と

褐

げ

続

け

て

い

る

独

自

の

任

務

に

重

な

る

け

」

で

は

な

い

、

話

題

や

餅

究

成

果

を

紹

介

「
:
i
雪

』
エ
苫

御

愛

読

い

た

だ

で

し

ょ

う

か

。
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提
案
の
実
例

と

に

、

見

出

し

語

の

右

棚

に

、

国

民

全

体

と

と
に
分
け
て
星
印
で
示
す
•
[
理
解
蔦C
]は
、
国
民
約

―

1
0
0
(
)
-
<
'
.
に

対

す

る

面

接

調

査

で

も

そ

の

外

来

語

の

意

味

が

「

分

か

る

]

1

こ

回

砧

四

段

陪

に

分

け

た

も

の

――’  

の

：こ‘

い

換

え

語

一

云

研

究
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訊
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`
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も

奎

体

を

望

ま

し

い

と

考

え

、

礎

資

料

を

提

供

し

て

い

ま

す

。

外

部

の

究

所

員

と

か

ら

な

る

「

外

来

語

」

外

来

詩

を

一

っ

―

つ

取

り

ヒ

形

で

提

案

し

て

き

ま

し

た

。
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と

し

て

り

と

役

所

や

報

道

横

関

は

、

大

切

な

行

政

情

報

を

国

民

や

住

民

に

適

切

に

伝

え

る

役

割

を

持

っ

て

い

ま

す

（

い

し

か

し

、

国

立

国

語

研

究

所

の

調

杏

に

よ

れ

は

、

そ

ら

し

た

惰

報

伝

達

の

場

面

で

も

、

一

般

の

入

々

に

と

っ

て

な

じ

み

の

薄

い

分

か

い

に

く

い

「

外

来

語

」

か

多

く

使

わ

れ

て

お

り

、

読

み

手

の

分

か

り

や

す

さ

よ

り

も

、

書

き

手

の

使

い

や

す

さ

を

優

先

し

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

場

合

か

あ

り

ま

す

。

国

立

国

語

研

究

所

で

は

、

行

政

情

報

を

発

信

す

る

公

的

な

橙

関

が

、

情

報

の

受

け

手

あ

る

一

般

国

民

に

伝

わ

る

よ

う

に

、

夫

を

行

う

の

囚
回

ぐ：＇

び）

¥」‘

釘）

つ

よ

う

な

拮

一
般
向
け
に
も
公
刊

言

い

換

え

提

案

」―
じ
年
度
に

て

き

た

外

来

語

は

、

け

、

四

回

全

部

て

一

言

葉

か

用

い

の

解

説

、

て

い

ま

す

ら

の

言

葉

で

に

は

、

i

-
1
戸

い

の

最

適

な

言

葉

を

褐

げ

、

そ

い

換

え

た

〔

用

例

]

‘

を

示

し

〖
意
峠
祝
旧
]
は
、
外
来
語
へ
の
説
明
付

な

説

明

を

、

＿

9
手

引

き

]

は

、

そ

の

る

分

野

の

状

況

や

関

連

す

る

概

念

語
」
言
い
換
え
提
案

I•一―- ----1 
，国民全体の理解度，

I 責が口e ! 
-----」

I ~ • -• ---i  

! 60歳以上の理解度 1

| *食合唸' i 

人向け設計
道路空間における歩道や自賑車道等の構造基準にユニハーサルデザインの概念を導入するための

;、~、/ 9 

！言い換え語1万人向け設計
三／・ゞ・:

口`ロ―ll—•一

： 亨巴］障害者や高齢者なども含め，だれにでも使いやすい形に＂設計すること

ーサル」は「普遍的」，「デザイン」は「設計」の意味。［ユニバーサルデザイ／」は，福祉の分野で使われ始め、」

2000年ごろから一般化を始めた，ー』等生化（等しく生きる社会の実現）を意味する「／ーマライゼーション」の考え方

の普叉とあわせて，重要な考え方になると思われる。

0障壁を取り除き，だれにとっても使いやすい状態にしていくことを表す考え方が「バリアフリー」である。「ユニバー
サルデザ1ン」は初めからだれにとっても使いやすい設計にすることを強調する考え方を指す。
0「ハリアフリー」が定着を深めていきつつあるのに対して，「ユニハーサルデザイン」は十分に定着しておらず，言い換
えや説明付与の必要性は高い。

0「だれにでも使いやすい設計」などと＂より分かりやすい言葉で言い換えたり説明を付与したりすること包効果的である。
0「UD」という略語が用いられることがあるが，分かりにくい。

三

]ぇ喚J 言の
、出
Et
L

イの子r

~
 

だ~れにでも使いやすい設言十
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言
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ト
は
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、
、

カ
ら

、
卜
‘
+
、

'”~~ り
、
言
語
は

A

、

能
て
あ
る
と
と
も
に
、

に
基
づ
い
て

）

ぅ
〖
-
、V

語
蛯
力
で
あ
る
と
い
う
考
え
：

a

{
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]

乍
見
ど
さ
ェ
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v
-
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,
1
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っ

ゥ
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プ

ヽ
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）

打

履
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T
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9
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j

f

`
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デヮ
:9'¥ 

]、

や
構
造
に
関
す
る
知
識
を
獲
得
し
て
い
る
ご
と

戸i

向
し`＇

の

テ
ス
ト
は
各
崎
万

9~,() 

f

"

ヽ

f̀
9

9
{

J
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？
~
ー
ィ

よ

ぅ

の
規
則

、9); 

の

プ

ス

固

々

f

)

i
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ツ

~
~
 

可

一
定
の
規
則

.

:

9

し

、し

7

~
し
｀

l ~ 
一ヽ

ス
ト
や
日
本
語

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は

な
単
筐
に

る
こ
と

日
語
テ

る

急
速
に
発
達
し
た
分
野
て

当
初
の
テ
ス

「
構
造
主
義
的
ー
，
｛
心
理
屑
定
学
的
」

傾
向
に
あ

科
学
的
な
言
語
徒
力
の
測
定
方
法
の

開
V‘4 

マ'

に
重
立
か
置
か
れ
ろ
よ
り
に
な
っ

し

九

一ノ＼（ー，
’・ヽ_,

「

A

｛
ぃ
↑

L
a
ct
o

ー
，

9
/

ヨ

`
f
.
 

テ
ス
ト

ト
の
国
際
的
枠
組
み

近
年
の
言
讀
テ
ス
ト
の
開
呈
に

ヨ
ー
ロ

し一

日
語
テ
ス
ト
の
変
遷

〇

の
個
別
知
識
よ

の
パ
フ
ォ
ー
，
マ
シ

一
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ

1

t

、

1J
、

J

コ
ニ
ウ
ー
シ
こ
こ
＂

日
本
の
将
来
と
言
語

一ヽ

は
、
平
成
ニ
―

々
な
国
や
地
域
で

て
い
る
言
語
テ
ス
ト
、
中
で
も
外
国
人
や

の
母
語
話
者
以
外
の
入
々
を
討
象
と
し
た

ト
に
関
し
て
、
テ
ヌ
十
の
社
会
二
麿
史
的
背
景
、
．

類
・
内
容
、
作
成
・
実
胞
過
程
、
吐
芸
的

の
観
点
か
ら
訓
査
研
究
を
実
崩
し
ま
し
た

ヽ

）
＇
 

,

9

 

]
1し
、9
,

、9/

、
―
f

に
ぐ
し
-
’

ロ

し 旦
寸

+r‘

/
,
.
I
-
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`
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豆）

t
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ヽ

一

j

•( 

、
し

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ュ
ニ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

し
て

習

さ
6

れ
ま
し

と
し
デ
、
外
国
語
を

ご
コ
ミ

h
 

々
の
移
動
。

近
年
、
地
球
規
模
で
の

発
化
し
て
い
る
た
め
、
い
ま
ま

ー
シ
ョ
ン
詣
力
の
言
要
性
が
邦
‘
―
―
戸
語
蛯
力

を
的
確
に
洞
定
す
る
言
語
テ
ス
ト
の
必
要
性
が

ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
国
語
研
究

所
日
本
語
教
育
邸
門

年
計
面
で
、
憔
界

灯
万れ

テ
ス

て
し
ま
し

の

侶

別

の

テ

ス

ト

項

目

に

よ

っ

―

て

析
的
に
言
語
熊
力
を
測
窓
す
る
「
伺
別
的
要
素
テ
ス

当
時

文
怯
等

の
よ
う
な

箪
、
ヨ
ー
ロ
ヮ
：
パ

の
国
境
を
超
え
た

な
る
言
語
を
相
互
に
理
陪
し
コ
ミ
ュ
ニ

を
円
噌
に
行
ろ
必
要
性
が
生
こ
て
き
た
た
め
に
、
国

ご
と
に
個
別
に

て
い
た
言
語
能
力
証
明
書

の
基
準
に
基
づ
く
言
語
テ
ス
ト

重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

め、

9

し
＼
し
乍
こ
、

-
)
/
1
,
:
U
‘
 

ー
ロ
ヅ
パ
言
語
テ
ス
ト
憶
芸
」

(
A
L
T
E
)
が
設
立

｛
9
-

現
在
て
、
三
―

が
A
L
T
E
に
加
盟
し
、

語
テ
ス
ト
の
北
道
枠
組
み
作
成
を
中
心
と
す
る
様
々

ニ
タ
十
を
実
抑
し
て
い
ま
す
。

直
又
ゞつ

っ

る
日
本
で
は
、

の
労
働
者
を
受
け
入
れ
る

日
本
語
敦
育
や
言

ス
ト
の
開
発
が
霊
要
な
課
題
に
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
ぐ

日
本
の

幅
広
い
視
野
を
持
っ
て

1-
V←・ 

っ
し、‘~\

ーダ゜

＼． 

日
日
本
語
敦
育
基
醤
情
報
セ
ン
タ
ー
研
究
鼻

杉
本
明
子
）

（
口
六
言
語

し、｝、／ 

）
 

叉

]

ゞ

ヨ
ー
ロ
ッ
ー

の
言
語
テ
ス
ト
機
関
に
よ
っ
て
「
ヨ

］ `/  

し
な

I

．ゞ、＞
A
f

に

ー

1
、

n,
ナ
9J

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

卜

の

卜

し

テ
ス

(l） 

こ
コ
ミ
ュ

,'’'り

言
語
テ

ダ

｝

；
＇
 

。
？ 
、ウ
9、
れ

ー
＇
／
ョ
／

ミ

f

`

の
流
れ
の
中
で
入
々

活
発
に
な
り
、

さ

o

.

9

ヽ
一
、
斤
一

ー
ー
カ
ー

．．
 
j
 

け
に
あ
る
の

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

）
ヒ
ヒ
，
1
：
,
>
ベ
レ
、
や

0
．台月

7

l

9

,

I

互
＼，＼ 

に

2006.6 
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図 ある日本語学習者の学習環境

~
 

一

J

↑f
 

の
ア
ニ
メ
や
浸
両
と字―

(}) 

e
ふ

と
い
ら
＇

ヽ

こ
で
、
国
立
国
語
研
究
団
て

未
系
」
「
就
労
者
」

め
て
集
団
と
し
て

し
、
日
亭
語
字
習
者
を
取
り
巻
く
状

の
中
で
は
、

k’ 8/
,
5
 

9
,
 

I

}

 

し’i

-
]
1
 

i

f

 

-

}

 

実
践
ゃ

ば
学
習
者
の
国
籍
、
学
習
経
歴
、
動

の
観
宜
か
ら
、
は
「
ア
ジ
ア

.)よf｛リに、

（
曰
亭
語
教
育
基
盤
屑
報
セ
ン
タ
ー
研
究
員

対
百
や
メ
ー
ル
・
電

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
、
細
長
い
矢
印
が
数
本
し
か
伸
び
て

環
境
の
図
は
、
そ
の
学
習
者
の
学
習
環

境
に
は
目
仁
語
言
日
に
役
立
つ
人
や
物
が
少
な
く
、
日

厄
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
ま
す
c

吐
会
に
お
け
る
学
習
者
の
覧
置
づ

や
こ
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
査

の
仕
公
が
学
び
や
す
い
環
境
で
あ

ち
、
日
本
語
敦
育
を
聞
い
直
す

の
貴
重
な
資
料

福
永
由
佳
）

ヽ1
一た の
紡
果
は
、

↓ヽ.3, 

＼
 

t
，
こ
よ
っ

p
'
,
'
じ

、
．
よ
．
｀
r

し
＞
．

7
．し＞ 1
こ

-iA
ー＇卜`

つ
応
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

こ
、
こ
し
ま

ート・
9

し

i

N
3
 

，巧‘

V、)

{

.

i

 
ー

、
日
本
語
羊
習
者
の

平
成
一
六
年
度
の
文
化
庁
の
靡
査
に
よ

国
内
で
日
本
語
を
学
ふ
人
は
約
一
三
万
入
い
る

で
す
。
ま
た
、
前
年
の
国
際
交
流
基
釜
の
調
査
に
よ
る

と
、
海
外
て
は
約
二
三
穴
万
人
に
上
り
ま
す
二
国
内
外

の
日
本
語
学
習
者
数
を
合
計
す
る
と
二
五

0
万
人
近

く
に
な
り
、
こ
れ
は
二

0
年
前

m

最
近
の
特
色
と
し
て
は
、
日
4

い
っ
た
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
ヘ
の

学
び
始
め
た
人
が
増
え
た
こ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ゾ
ト
で
学
習
す
る
人

の
学
哲
環
境
も
多
霰
化
し

＼
最
近
始
ま

多
様
性
を
問
い
直
す

日
本
語
学
習

や
物
（
テ
レ
ビ
、

、
J

~
ヽし
日
本
語
を

ヽ

ビ
デ
オ
テ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ーI
夕

の
印
刷
物
や

い
う
実
利
的
な
日
的
ま

る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

日
本
語
学
習
者
の
多
様
化

日
本

日
本
饂
学
習
者
の
多

近
年
の
通
信
技
術
の
発
達
戸
伴
い
、

性
を

目
的
は
こ
の
よ
A

つ
な

ヽ

、
直
す

の

ユ

ー

j

:
;
“
り

ー
、
シ
ョ
ン
の
多

~’ 

様
性
ー
』
〔
ア
ル
ク
、
二
〇
〇
六
）
を
刊
行
し
ま
し
た
。

学

習

者

の

実

態

に

追

る

た

め

に

は

、

学

習
者
を
集
団
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一

入
の
学
習
過
程
を
丹
念
に
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
本

書
で
は
、
日
本
国
円
の
学
習
者
を
取
り
巻
く
学
習
環

境
に
つ
い
て
の
調
査
が
紹
介
さ
汎
て
い
ま
す
。

上
の
図
は
、
あ
る
学
習
者
の
学
習
環
境
を
図
示
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
図
て
は
、
学
習
者
を
示
す
中
心
の
円

か
ら
太
い
矢
印
が
何
卒
も
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ

の
学
習
者
の
学
習
環
境
に
は
、

つ
入
〈
友
入
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
日

新
聞
等
）
か
豊
富
～
‘

話
等

学
習
環
境
の
多
様
性
を
調
べ
る

コ
ミ
ュ
ニ

ー
~
勺
ゴ
t
ご
、
＇

~
，
白
口
ぐ

っ
晶
、
d

]

自

一

≫

く

、

へ
~
し
·
日
ー
し
一
ー
ー

4

の
あ
り
方
を
提
案
す
る

『
口
本
紐
敦
育
の
祈
た
な
文
脈
ー

25認；文化庁月報 2006.7 
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コ

最

新

の

国

際

交

流

基

金

の

日

本

語

教

育

機

関

調

査

に

よ

れ

ば

、

世

界

中

で

、

約

二

三

五

万

人

が

日

本

語

を

学

習

し

て

お

り

、

そ

の

中

で

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

（
以
下
、
豪
州
）
は
、
韓
国
（
八
九
•
四
万
人
）
、
中

国

（

三

八

・

八

万

人

）

に

つ

い

で

、

三

番

目

に

多

い

学

習

者

（

三

八

・

ニ

万

人

）

と

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

人

口

当

た

り

の

日

本

語

学

習

者

数

（

比

率

）

で

見

る

と

、

豪

州

（

五

二

人

に

一

人

）

は

、

韓

国

（

五

三

人

に

一

人

）

を

お

さ

え

て

一

位

で

す

。

こ

う

し

た

世

界

の

日

本

語

学

習

者

の

六

割

以

上

（

六

四

・

八

％

II

一

五

二

万

七

三

六

五

人

）

は

初

等

・

中

等

教

育

機

関

で

学

ん

で

い

ま

す

が

、

豪

州

も

同

様

で

す

。

豪
州
の
言
語
教
育
事
情

豪

州

で

は

、

一

九

七

0
年

代

か

ら

八

0
年

代

に

か

け

て

、

白

豪

主

義

か

ら

多

文

化

主

義

へ

と

歴

史

的

一

大

転

換

を

経

て

、

八

七

年

に

は

『

言

語

に

関

す

る

国

家

政

策

(
N
at
i

onal
P
o
li
c
y
 o
n
 L
a
n
g
u
a
g
e
)』
（

ア

ジ

ア

・

オ

セ

ア

ニ

ア

初

の

言

語

政

策

）

が

ロ

・

ビ

ア

ン

(

J

o

s
e
p
h
 L
o
 Bi
anco)
に

よ

っ

て

提

出

さ

れ

、

連

は
じ
め
に

邦

議

会

で

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

後

、

九

0
年

代

に

な

っ

て

、

世

界

的

に

み

て

も

先

駆

的

な

初

等

・

中

等

教

育

課

程

の

外

国

語

教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

L
O
T
E

(
L
a
n
g
u
a
g
e
 O
t

h
e
r
 T
h
a
n
 E
n
g
li
sh)
が

導

入

さ

れ

ま

し

た

。

さ

ら

に

九

五

年

に

は

日

本

語

を

含

む

四

つ

の

ア

ジ

ア

言

語

・

文

化

・

社

会

の

学

習

を

奨

励

す

る

プ

ロ

グ

ラ

ム

N
A
L
S
A
s
(
N
at
i

onal
A
si
a
n
 L
a
n
g
u
a
g
e
s
 

a
n
d
 St
u
di
es i
n
 A
u
st
rali
an Schools)
ぶ
“
呻
E
払
如
云
J
れ
、

日

本

語

、

中

国

語

、

韓

国

語

、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

語

が

活

発

に

学

ば

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

二

0
0六年
三

月

、

筆

者

は

豪

州

の

ク

イ

ー

ン

ズ

ラ

ン

ド

州

（

ブ

リ

ス

ベ

ン

）

を

訪

問

し

、

同

州

の

L

O
T
Eセン
タ

ー

を

は

じ

め

、

初

等

中

等

教

育

レ

ベ

ル

(

G

小

学

校

、

州

立

C高
校

）

や

大

学

レ

ベ

ル

(

Q

大

学

）

の

外

国

語

と

し

て

の

日

本

語

教

育

(

J

F
L
)

の

現

場

を

視

察

す

る

と

と

も

に

、

日

本

語

の

授

業

に

実

際

に

参

加

し

た

り

し

な

が

ら

、

担

当

教

師

や

研

究

者

に

直

接

話

を

伺

い

ま

し

た

。

ま

た

、

ニ

ュ

ー

サ

ウ

ス

ウ

ェ

ル

ズ

州

（

シ

ド

ニ

ー

）

の

S
工

科

大

学

や

、

国

際

交

流

基

金

な

ど

を

訪

問

し

、

豪

州

に

お

け

る

日

本

最
近
の
日
本
語
教
育
事
情

t
g
仄
＂
i
i
d
[
3

i
謳
式
筒

（

日

本

語

教

育

基

盤

情

報

セ

ン

タ

ー

整

備

普

及

グ

ル

ー

プ

長

野
山
広
）

語

教

育

の

現

状

に

つ

い

て

取

材

し

ま

し

た

。

紙

幅

の

都

合

も

あ

っ

て

、

こ

こ

で

は

詳

し

く

は

述

べ

ら

れ

ま

せ

ん

が

、

経

済

的

伸

張

を

背

景

に

し

た

中

国

語

に

猛

追

さ

れ

つ

つ

も

、

日

本

語

の

人

気

は

相

変

わ

ら

ず

高

い

と

い

う

こ

と

で

す

。

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

よ

れ

ば

、

小

学

校

か

ら

大

学

ま

で

、

漫

画

、

ア

ニ

メ

、

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

、

ゲ

ー

ム

、

映

画

な

ど

、

い

わ

ゆ

る

日

本

の

ポ

ッ

プ

カ

ル

チ

ャ

ー

に

対

す

る

関

心

や

、

豪

州

に

対

す

る

日

本

人

の

貢

献

度

の

高

さ

か

ら

来

る

親

近

感

・

信

頼

感

な

ど

か

ら

、

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

、

日

本

語

の

方

が

、

相

変

わ

ら

ず

外

国

語

と

し

て

選

択

さ

れ

、

人

気

を

博

し

て

い

る

と

の

こ

と

で

し

た

。

こ

う

し

た

人

気

か

ら

か

、

日

本

の

言

語

や

文

化

を

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

で

調

べ

た

り

学

習

し

た

り

す

る

児

童

生

徒

も

多

い

ら

し

く

、

日

本

側

に

対

す

る

要

望

の

一

っ

と

し

て

、

例

え

ば

、

ネ

ッ

ト

上

の

説

明

文

に

、

可

能

な

限

り

平

仮

名

で

ル

ビ

を

振

っ

て

欲

し

い

と

い

う

こ

と

が

挙

が

っ

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

、

「

で

き

れ

ば

、

漢

字

だ

け

で

な

く

、

片

仮

名

に

も

平

仮

名

で

ル

ビ

を

振

っ

て

欲

し

い

」

と

い

う

冗

談

の

よ

う

で

実

は

真

剣

な

要

望

も

出

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

、

ど

の

レ

ベ

ル

の

学

習

者

で

あ

れ

、

日

本

語

の

導

入

は

平

仮

名

か

ら

始

ま

る

こ

と

に

起

因

し

て

い

る

わ

け

で

す

が

、

こ

う

し

た

日

本

語

学

習

者

の

視

点

か

ら

、

改

め

て

、

日

本

の

ネ

ッ

ト

上

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

｛

文

書

を

は

じ

め

、

日

本

語

に

よ

る

「

言

葉

と

暮

ら

し

」

]

に

つ

い

て

見

つ

め

直

し

て

い

た

だ

け

た

ら

幸

い

で

す

。
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現
在
の
日
本
語
使
用
状
況

サ

ハ

リ

ン

で

は

、

現

在

で

も

日

本

語

が

話

せ

る

人

は

少

な

く

あ

り

ま

せ

ん

。

サ

ハ

リ

ン

州

の

州

都

で

あ

る

ユ

ジ

ノ

・

サ

ハ

リ

ン

ス

ク

の

市

場

を

歩

い

て

い

る

と

キ

ム

チ

や

野

菜

を

売

る

朝

鮮

系

ロ

シ

ア

人

の

女

性

が

、

日

本

語

で

話

し

か

け

て

く

る

こ

と

も

よ

く

あ

る

こ

と

で

す

。

日

露

戦

争

が

終

わ

り

、

南

サ

ハ

リ

ン

が

日

本

領

と

な

る

と

、

日

本

語

が

持

ち

込

ま

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

北

海

道

や

東

北

地

方

を

中

心

と

し

た

地

域

の

人

達

が

移

住

し

た

の

で

す

。

こ

の

他

に

も

、

朝

鮮

人

や

ア

イ

ヌ

人

、

ニ

ブ

フ

人

、

ウ

イ

ル

タ

人

な

ど

に

対

す

る

日

本

語

教

育

も

行

わ

れ

ま

し

た

。戦
後
ま
も
な
く
、
日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
に
~

引

き

揚

げ

ま

し

た

。

そ

れ

か

ら

一

九

八

0
年

代

終

わ

．

り
ま
で
の
間
、
日
本
と
の
交
流
は
途
絶
え
た
の
で
す
。
~

当

然

の

こ

と

な

が

ら

、

日

本

語

が

持

ち

込

ま

れ

る

こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
~

で

も

日

本

語

が

使

え

る

人

達

は

生

活

し

て

い

ま

す

。

現

[

在

の

言

語

生

活

全

体

か

ら

見

る

と

、

日

本

語

を

使

用

す

る

場

面

は

限

ら

れ

て

い

る

も

の

の

、

日

本

語

が

使

口

こ

こ

で

、

サ

ハ

リ

ン

の

日

本

語

の

具

体

例

を

見

て

み

ま

し

ょ

う

。

①

そ

の

時

は

み

ん

な

、

母

親

も

全

部

北

海

道

サ

帰

っ

た

け

ど

も

。

そ

し

て

、

や

っ

ば

り

樺

太

へ

は

、

あ

の

う

農

家

や

っ

て

る

べ

さ

ー

。

②

ロ

シ

ア

語

は

、

ロ

シ

ア

の

人

達

、

サ

ハ

リ

ン

に

来

て

か

ら

、

覚

え

た

ん

で

す

。

最

初

わ

ガ

ら

な

か

っ

た

で

多
用
さ
れ
る
東
日
本
・
北
日
本
方
言

わ

れ

て

い

る

の

は

確

か

な

の

で

す

。

日

本

語

の

話

者

数

は

、

一

九

九

二

年

に

行

わ

れ

た

ロ

シ

ア

の

国

勢

調

査

の

結

果

か

ら

う

か

が

い

知

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

そ

れ

に

よ

る

と

、

三

六

三

人

の

日

本

人

の

他

に

、

朝

鮮

人

の

間

で

も

、

韓

国

語

・

ロ

シ

ア

語

以

外

の

言

語

を

第

一

言

語

と

す

る

人

が

五

三

人

い

る

こ

と

が

分

か

り

ま

す

。

戦

後

に

な

っ

て

は

じ

め

て

韓

国

語

を

習

得

し

た

人

も

い

る

こ

と

か

ら

、

朝

鮮

人

の

中

に

は

、

日

本

語

を

第

一

言

語

と

す

る

人

も

含

ま

れ

て

い

る

と

思

わ

れ

ま

す

。

第

二

言

語

・

第

三

言

語

と

し

て

日

本

語

を

使

う

話

者

数

の

詳

細

に

つ

い

て

は

こ

の

調

査

結

果

か

ら

読

み

取

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

が

、

そ

の

数

は

そ

れ

以

上

で

あ

る

こ

と

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

サ
ハ
リ
ン
の
日
本
語

（

研

究

開

発

部

門

言

語

生

活

グ

ル

ー

プ

研

究

員

サ

ハ

リ

ン

の

日

本

語

は

、

こ

の

よ

う

に

東

日

本

・

北

日

本

の

方

言

の

特

徴

を

持

ち

合

わ

せ

て

い

ま

す

。

し

か

し

な

が

ら

、

現

在

で

は

、

朝

鮮

人

・

日

本

人

の

間

で

も

、

ロ

シ

ア

語

し

か

使

え

な

い

話

者

が

増

え

る

一

方

で

、

当

時

の

日

本

語

が

使

え

る

話

者

は

減

少

し

て

い

ま

す

。

お

そ

ら

く

、

今

後

二

0
年

・

三

0
年

も

し

な

い

う

ち

に

、

こ

の

日

本

語

は

消

滅

す

る

運

命

に

あ

り

ま

す

。

サ

ハ

リ

ン

を

領

有

し

た

こ

と

で

生

ま

れ

た

独

特

な

日

本

語

の

行

く

末

を

、

記

録

・

保

管

し

て

い

く

べ

き

で

あ

る

と

思

わ

れ

ま

す

。

消
滅
す
る
運
命
に
あ
る

サ
ハ
リ
ン
の
日
本
語

す

。

③

う

ち

の

お

父

さ

ん

、

仕

事

し

て

た

よ

。

町

、

み

な

く

る

。

知

っ

て

る

か

い

。

知

ら

な

い

べ

さ

。

④

（

お

じ

さ

ん

、

お

ば

さ

ん

と

日

本

語

で

）

話

し

た

時

、

き

グ

、

き

グ

か

ら

、

そ

う

や

っ

て

し

こ

し

わ

ガ

っ

た

。

①

は

日

本

人

、

②

は

朝

鮮

人

、

③

は

ウ

イ

ル

タ

人

、

④

は

ニ

ブ

フ

人

に

よ

る

日

本

語

発

話

で

す

。

彼

ら

の

使

う

日

本

語

に

は

、

い

ず

れ

も

東

日

本

・

北

日

本

の

方

言

形

と

判

断

で

き

る

も

の

が

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

例

え

ば

、

格

助

詞

の

「

サ

」

や

力

行

・

タ

行

子

音

の

有

声

化

（

例

え

ば

「

力

／

夕

」

が

「

ガ

／

ダ

」

に

な

る

）

な

ど

で

す

。

ま

た

、

サ

ハ

リ

ン

の

日

本

語

を

北

海

道

方

言

と

類

似

し

て

い

る

と

判

断

す

る

傾

向

が

、

現

地

の

日

本

語

話

者

の

報

告

か

ら

確

認

さ

れ

て

い

ま

す

。

朝
日
祥
之
）
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い
に

「
き
し
ゃ

換

キ

ー

を

抑

し

二
[
}

J

}

 

「

闘

界

は

負

」

そ

の

頃

に

比

べ

、

ヽ

｝

）

こ

c

デ
ー
＇
ナ
ー

現
在
、

ど

進

化

し

て

い

ま

す

｛

で

あ

る

憬

社

」

と

や

し

た

一

と

の

新

製

た

も

ら

出

て

い

る

ワ

手
ふ

同

音

畏

羨

語

を

文

隊

に

応

じ

て

適

切

に

変

揆

す

る

こ

と

も

一

ハ

｝

き

る

よ

う

で

す

。

そ

の

よ

う

な

仮

名

漢

字

変

換

処

理

の

進

化

に

は

、

辞

書

研

究

が

深

く

関

与

し

て

い

ま

す

。

例

え

ば

、

了

さ

し

ゃ

い

う

例

文

を

漢

字

変

換

す

る

際

、

「

き

し

亭

」

変

換

候

補

は

哀

の

よ

う

に

複

数

あ

り

ま

す

'1

例

文

の

三

つ

め

の

＿

き

し

ゃ

し

た

」

か

ら

考

え

ま

し

ょ

う

。

表

の

う

ち

、

[

|

ス

ル

差

続

可

」

）
 

ャ6
ぐ

、

商

品

開

発

主

に

る

デ

ー

タ

分

析

い

こ

｝

t

i

 
ヽ

,

9
ー

葉と暮らし・・・・ヽ・・・・・・・…第 7回

ー
タ

•
4

最

近

い

、

つ

も

の

マ
イ
ニ
ン

ゃ

)
―

_
)
r、
j

、

t

9

-
し

一

／

ー

＂

i

「

マ
A

i
ニ
ン

＂

｝

 

ふ
よ
、

ヽ
i
,
'

レ

た」

情
報
産
業
の
進
展
と
と
も
に

進
化
す
る
辞
書

こ

て

帰

社

し

た

し

し
『
fJ
 

．
．
．
こ
］

9

人

年

日

9

,

 

―
う
；
l
j
，
ゴ
＼

」

0,‘
―
甘
i
^
’
‘

)
.
4
IJ 

0
、
白
口

）
 

~1 

~
~
 

J
9

_

r

 

今

か

ら

十

数

年

前

、

'

ヽ

こ

ろ

ト
ニ
｝
ワ
ー

廿

し

筆

者

は

某

社

の

ワ

ー

プ

ロ

新

製

品

を

る

ア

ル

ハ

イ

ト

を

し

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

し

ロ
目
キ
t

日
l

「

抵

界

初

の

A
1
1辞
書

鱚

殻

，

ー

」

、

f

}

つ>
ま
し
f

の

は

｀
よ
っ
、
ノ

し
ー
ー
こ
り
，
9-

｀
’
／
J

と

こ

ろ

、

一

9
回

団

に

ー

プ

ロ

ソ

フ

ト

の

仮

名

漢

字

変

揆

様

詫

は

、

例

え

は

、

き
し
ゃ
で
き
し
ゃ

ざ
4

・

交

ヽ

"

j

’

}

i

ー

f

f

A

と

力

候

補

に

な

り

ま

す

力

伺

立

は

一

（

，

カ

＼

で

＼

ス

ル

」

の

形

に

な

っ

て

い

る

こ

と

し

i

心

オ
ま
寸

表

っ

て

口

出

始

め

仁

「
世
界
は
角
」
？

仮名漢字変換用辞書の例

「きしゃ」

きしゃ` ｀帰社：動作：

ースル接続可

（人間〉がく乗物〉で帰社する

情

業

書
研

）
 

、

こ

-

’

―

マ
イ
ニ
ン

ろ ヽ

心
J
+

6

、

）

ヽ

／

d

,

0

 

ん 「

評

価

判

翫

」

が

重

要

な

意

味

を

詩

，

一

り

ま

す

f

例

え

ば

「

美

し

い

、

か

わ

い

い

、

素

敵

」

と

い

っ

た

詞

が

あ

れ

ば

評

価

が

高

い

と

判

研

が

で

き

、

「

汚

い

、

格

奸

悪

い

、

野

暮

」

と

い

っ

た

語

が

克

れ

ば

評

価

は

低

い

と

判

断

て

き

る

て

し

ょ

う

n
し

か

し

、

「

重

い

」

い

」

と

い

っ

た

語

に

な

っ

て

く

る

に

よ

っ

て

価

値

判

断

は

異

な

灯

‘

判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま
ず
~
。

の

語

が

ど

の

よ

う

な

場

合

に

プ

ラ

ス

の

'-‘よ↓
Y
？
バ
ー

.l
し

｀

一

．

イ
ニ
ン

ワ
ー

ス

詳

価

を

持

つ

の

か

、

と

い

う

こ

と

は

っ

て

繋

理

し

て

い

く

し

か

あ

り

ま

せ

ん

。

ツ

ー

比

の

開

発

に

お

い

て

は

、

辞

書

関

怜

が

進

め

ら

れ

て

い

る

よ

う

で

す

。

ロ

ソ

フ

ト

の

仮

名

漢

字

変

換

用

辞

書

に

し

マ
f
／
ニ
ン

の

評

価

判

断

用

辞

書

に

し

ろ

、

私

に

使

う

い

わ

ゆ

る

国

語

辞

書

に

は

載

っ

て

い

な

い

よ

う

な

情

詞

が

、

同

じ

マ

そ

れ

ぞ

れ

に

冨

叶

書

」

と

い

う

名

の

も

と

に

整

理

さ

れ

構

築

さ

れ

て

い

ま

す

。

も

し

か

し

た

ら

、

国

語

辞

書

に

言

葉

を

坦

醇

す

る

之

と

い

り

辞

書

研

究

は

、

（
研
究
開
発
部
門
言
語
資
原
グ
ル
ー
フ
研
究
員柏
野
和
佳
子
）

l
 こ
ヽ

、Aヽ
‘,' 

つ

7

i
 

＂
ヽ
~
）

)

r

>

'

/

/

 

情

報

茫

業

の

た

め

に

構

築

さ

れ

た

辞

書

記

さ

れ

る

こ

と

も

こ

れ

か

に

必

要

な

情

報

と

は

何

か

、

人

に

と

っ

て

も

、

シ

ス

テ

ム

に

こ

礼

か

ら

も

大

き

な

餅

究

課

題

で

す

。

3

（

あ

る

い

律

Iー
Vし

ィ

，

／

グ

分

野

で

の

盾

用

が

目

立

ち

始

め

て
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戸

籍

に

は

、

氏

名

、

本

籍

地

の

住

所

な

ど

、

固

有

名

が

記

述

さ

れ

ま

す

。

行

政

サ

ー

ヒ

ス

の

各

種

手

続

き

て

は

、

「

正

し

い

文

字

で

名

詞

を

書

い

て

く

だ

さ

い

し

と

求

め

ら

れ

る

こ

と

か

あ

り

ま

す

。

こ

の

場

合

の

「

正

し

い

文

字

」

と

は

、

戸

籍

に

書

か

汎

て

い

る

文

字

を

指

し

て

い

ま

す

。

各

信

八

を

他

入

と

識

別

し

、

本

人

で

あ

る

こ

と

を

同

定

す

る

た

め

に

、

戸

籍

に

書

か

れ

た

文

字

が

極

め

て

重

要

視

さ

九

て

い

る

か

ら

で

す

。

戸

籍

に

使

う

こ

と

が

で

き

る

文

字

は

、

法

務

省

尺

事

局

長

通

達

に

よ

っ

て

決

め

ら

れ

て

い

ま

す

（

ヽ

．

具

体

的

に

は

、

常

用

漢

字

、

入

名

阻

漠

字

、

漠

和

辞

典

に

載

っ

て

い

る

文

字

な

ど

で

す

し

J

子

ど

も

が

生

ま

礼

ろ

と

名

酋

を

つ

け

ま

す

が

、

こ

の

と

き

に

は

常

用

漢

字

と

入

名

用

漢

字

の

中

か

ら

文

字

を

選

ば

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

わ

が

子

の

名

簡

に

こ

の

文

字

を

使

い

た

い

と

い

う

約

望

は

多

く

あ

っ

て

、

人

名

用

漢

字

は

徐

々

。

平

成

一

六

年

に

四

八

八

文

字

た
の
は
記
憶
(
•
い
こ

に

増

え

て

き

ま

し

を

入

名

用

漠

字

に

と

で

す

。 | 91,I,h11,i,,l,-
戸

籍

に

は

、

名

前

だ

け

で

記

述

す

る

の

で

、

常

用

漢

字

と

苗

字

や

住

斯

も

キ
ノ
―
f
」

9
>
r
(
 

戸
籍
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
文
字

図 書きかえられる「誤字」の例

疇

、
>
、
,
鬱

と

な

っ

ア

い

、

各

地

方

自

治

体

4
4

、
~
-

ー
ー
：
~
し

＜ズ
ヽ
ぴ）
ョ，

｛

一

‘、
の

世

界

で

、

漠

和

砕

翡

に

載

っ

て

い

な

い

「

誤

字

」

と

し

て

扱

わ

省

民

事

局

長

通

達

に

か

あ

っ

こ

ろ

一

覧

表

」

恩

い

ま

す

っ

て

も

あ

り

ま

せ

ん

位

.1'
↑

レ

l'~ 

め

に

、

漢

和

辞

典

に

載

っ

て

い

る

J
3
 

~
 

戸
籍
の
「
誤
字
」
で

き

た こ

斗
ふ
9
,
1
 

例

え

ば

、

、

常

用

漠

字

で

名

用

漢

字

0
よ

う

な

文

字

を

扱

こ

｝
片
疋

,

.

i

r；
ぷ
ー
，
｝

＼
ヽ
ー
／
~
ー

商
田
智
和
）

体

の

一

戸

醤

を

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

で

扱

う

た

め

に

、

電

算

止

の

作

業

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

3

紙

の

戸

籍

で

は

、

行

書

必

草

書

、

あ

る

い

は

書

き

癖

な

ど

で

、

漠

和

辞

此

、

と

は

異

な

る

字

形

て

記

録

さ

九

て

い

る

こ

と

が

少

摩

'

,

ヽ

、

あ

り

ま

せ

ん

．

＇

・

自

治

体

の

W
e
bペー
ー

ジ

を

の

ぞ

い

て

み

る

と

、

戸

籍

の

電

算

化

に

際

し

て

、

「

誤

字

」

を

改

め

る

べ

き

用

例

を

示

し

（

図

参

照

）

、

住

民

に

協

力

を

求

め

て

い

る

自

治

体

も

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

戸

籍

の

修

正

が

、

氏

名

だ

け

で

全

体

の

一

割

近

く

に

の

ほ

っ

た

自

治

体

も

あ

る

よ

う

で

す

｛

＂

t

「
電
子
政
府
」
実
現
の
た
め
―

の

電

算

化

と

オ

ン

ラ

イ

ン

で

の

使

用

に

あ

た

ue省
は

戸

籍

続

一

文

字

を

決

め

て

、

戸

錯

が

で

き

る

文

字

を

網

羅

し

よ

う

と

し

て

い

は

、

て

い

る

「

電

子

政

府

」

事

に

も

閃

わ

る

も

の

で

す

。

戸

籍

に

限

ら

ず

、

全

国

の

行

政

機

関

で

は

、

さ

ま

さ

ま

な

手

続

き

に

使

う

文

書

の

電

算

化

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

・

（

す

べ

て

の

手

続

き

を

オ

ン

ラ

イ

ン

で

で

き

る

よ

｝

．

9，
に

す

る

の

か

「

電

子

政

靡

」

事

業

の

目

的

で

す

，

＇

そ

し

て

、

「

電

子

政

府

一

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

固

有

名

を

記

載

す

る

た

め

に

必

要

な

文

字

に

つ

い

て

も

、

コ

ン

ピ

ュ

i

夕

で

扱

え

る

よ

う

璧

備

を

し

て

い

く

必

要

が

土

じ

ま

す

。

あ

ま

り

知

ら

礼

て

い

ま

せ

ん

が

、

「

電

子

政

府

」

で

必

要

な

文

字

に

つ

い

て

の

調

査

研

先

は

国

立

囚

語

研

完

所

が

担

苫

し

て

い

ま

す

C

（
研
究
関
発
部
門
研
究
員
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た

イ

ン

タ

ー

ー

ネ

ッ

ト

上

で

利

用

で

き

-

^

9

 

と暮らし・・・・・，．．．．．．．．：第 9回

了

．

ヽ

r

9

ぅ

二

-

/

,

1

ど
租
ぃ
v

こ
骨
尺
二
J

)
I
i
、
壽
．
吾
i
`
i

レ

j

で

き

る

檬

賛

翻

訳

ノ

フ

ー

リ

ン

タ

に

出

力

し

た

と

い

い

ま

す

r

)

一

九

八

〔

こ

年

代

以

降

は

薗

界

各

地

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

が

立

ち

上

げ

ら

れ

、

国

際

的

に

研

究

が

進

め

ら

れ

ま

し

た

。

最

近

は

パ

ノ

コ

ン

上

て

利

用

ま
‘
 

ふ
・
ベ
i

’~,'~ 

‘,tl頁
l

-

‘

‘

し
且
仕
日
で
’
マ
、

い

を

百

感

的

に

哩

解

す

る

こ

と

`
‘
J
 

ヱ

／

6

ソ

＇

／

ピ

ュ

ー

＇

：

夕

に

と

っ

]

と

0) 

丸
山
岳
彦
）

コ

,
3
9j
 

人

間

は

こ

の

寸
~
し

上
メ

オ

ン

ガ

ク

ヲ

コ

ノ

ム

」

と

い

う

翻

訳

結

果

を

フ

て

い

る

」

の

「

カ

メ

ラ

で

」

の
I'" 
｛ ヽ一

機

械

翻

訳

の

可

能

性

は

、

ら

九

て

き

ま

し

た

。

一

九

五

西

年

に

械

勧

訳

シ

ス

テ

ム

が

ア

メ

リ

カ

て

製

す

。

日

本

で

は

、

一

九

五

九

年

に

通

時

）

の

電

気

試

験

所

が

英

日

翻

訳

専

用

機

『

や

ま

と

』

を

開

発

・

公

開

し

ま

し

た

つ

「

W
e
like 

う

英

文

を

紙

テ

ー

る

と

；

マス
‘̀ 

一

！

ワ

レ

ラ

カ

の

構

造

が

違

う

こ

と

l 

1-

の

で

す

1¥ 

¥

、

J
と
し
ど

ち

ら

も

同

じ

機
械
翻
訳
の
歴
史

し

そ

の

～

方

て

、

な

も

あ

り

ま

す

。

ぷ

〇
／
 

h
9
9
 

し

い

i

発

展

を

遂

げ

ま

し
な

か

っ
た
こ

年

代

か

世

界

初

の

九

て

い

ま

て

い

る

靡

を

撮

っ

メ

ラ

で

寝

て

い

る

猫

を

揖

っ

‘、、―

．

｛

マ

、

い

間

塁

機

械

翻

訳

の

達

に

伴

っ

0

/

 

ーし

機

機

翻

訳

と

は

、

あ

る

言

語

の

文

箪

を

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

に

入

力

す

る

と

、

別

の

言

詞

に

翻

訳

し

て

出

力

し

て

く

れ

る

技

術

で

す

。

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

躍

的

に

向

上

し

た

、

最

近

の

技

思

え

ま

す

が

、

実

は

、

す

て

に

が

あ

る

研

究

テ

ー

マ

と

言

え

機
械

言
葉

0
年

以

上

の

歴

史

t

aken. 

T
h
e
 c
at
 t

h
at
 

w
a
s
 sleep
i

n
g
 w
i
t

h
 
t

h
e
 c
a
m
e
r
a
 w
a
s
 

[aken. 

一

方

の

①

は

、

の

英

訳

と

し

て

は

誤

訳

に

な

っ

て

し

ま

っ

て

い

ま

す

っ

楳

械

翻

訳

ソ

フ

ト

が

、

①

と

②

を

同

じ

構

造

の

文

で

あ

る

と

解

析

し

て

し

ま

っ

た

こ

と

が

原

因言
葉
の
理
解
と
人
間
の
知
識

哀

面

上

は

よ

う

に

見

え

る

文

で

も

、

実

は

構

が

違

A
？

と

い

う

場

合

が

あ

り

ま

す

。

こ

の

違

い

を

見

く

た

め

に

は

、

人

間

が

持

っ

て

い

る

さ

ま

ざ

ま

な

知

を

コ

ン

ピ

ュ

ー

ー

タ

に

教

え

る

必

要

が

あ

り

ま

す

し

例

ば

、

「

で

」

に

は

場

所

を

示

す

場

合

と

道

具

を

示

す

合

と

が

あ

る

こ

と

、

「

カ

メ

ラ

」

は

「

寝

る

」

場

所

よ

り

も

「

撮

る

」

道

具

で

あ

る

可

能

性

が

高

い

こ

と

コ
ン
ピ
ュ
~
，
i
夕
が
解
釈
で
き
る
形
で
規
則
化

言

葉

の

に

は

、

言

菓

そ

の

も

の

の

理

解

だ

け

で

な

く

、

言

葉

定

取

り

巻

く

ご

ま

ざ

ま

な

知

識

を

考

る

必

要

か

あ

り

ま

す

。

槻

械

翻

訳

の

闘

訳

結

果

て

い

る

と

、

私

た

ち

が

い

か

に

多

く

の

知

識

を

柔

し

て

言

葉

を

使

っ

て

い

る

か

、

そ

の

奥

深

（
研
究
悶
発
部
門
言
語
資
源
グ
／
ー
フ
研
究
員

コ

ン

ピ

ュ

ー

の

で

あ

る

よ

う

に

も

文
の
構
造
的
な
違
い
と
誤
訳

に

機

馘

翻

訳

を

刊

用

る

で

し

ょ

う

。

ろ

こ
：
よ
っ

a
j
じ
り

r
/
~

廿
t4
¥
+
6

J
fl
l
I
?し

し

て

一

口

え

る

で

し

ょ

う

。

訳

1
ー

ピ

c
at
 
t

h
at
 

w
a
s
 st
e
ep
i

n
g
 i
n
 t
h
e
 s
o
f
a
 w
a
s
 

―-
し

次

の

よ

う

な

結

果

が

出

力

さ

れ

ま

し

た

。

u
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れ

て

は

、

方

言

閲

係

の

図

書

は

ど
こ
の
方
言
に

道言

の

都

道

府

県

い
て
の
本
が
多
い
？

日

本

語

の

中

で

多

く

の

方

が

関

士

を

持

っ

て

い

る

分

野

に

、

「

方

言

」

か

あ

り

ま

す

°
-
0年
ほ

ど

前

に

は
、
大
阪
・
福
岡
•
名
古
屋
な
ど
各
地
の
方
言
で
歌

わ

れ

た

「

方

言

ラ

ソ

プ

」

の

競

作

が

話

題

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

記

憶

に

新

し

い

と

こ

ろ

で

は

、

＇

一

昨

年

、

若

い

薗

代

ー

'

|

特

に

東

京

と

そ

の

近

辺

の

女

子

高

生

4

女

子

大

生

の

間

で

全

国

各

地

の

方

言

を

会

話

や

メ

ー

ル

に

織

り

込

む

こ

と

が

流

行

し

て

い

る

、

と

い

う

こ

と

が

た

び

た

び

敦

道

さ

れ

、

そ

の

世

代

へ

向

け

た

全

国

の

方

言

を

棠

め

た

本

が

相

次

い

で

出

版

さ

れ

ま

し

た

n

)

そ

し

て

国

立

国

語

研

究

所

が

昭

和

二

九

年

以

来

半

憔

紀

以

上

に

わ

た

っ

て

刊

行

を

続

け

て

い

る

、

日

本

語

に

関

す

る

研

究

文

献

目

録

の

『

国

語

年

鑑

』

で

調

べ

て

み

る

と

、

日

本

語

の

中

核

的

な

分

野

の

研

究

図

書

の

中

て

、

「

方

言

」

に

か

か

わ

る

図

書

か

常

に

高

い

割

合

を

占

め

て

い

ま

す

。

．

こ

の

テ

ー

マ

ヘ

の

研

究

音

の

関

心

，

一

貫

し

て

強

い

こ

と

を

物

語

っ

て

い

る

と

ふ

--i 

ふ

9

,

‘

し
-
9
,
9
{
I
‘
,
1
-
K
ノ

芯
~
一
よ
っ

＞

ー

，

7

ー

し

ょ

う

3

「

行

か

な

い

[

|,

1

 る」
、

買

っ

こ

情

報

資

料

部

門

文

献

屑

碧

グ

ル

ー

、

プ

主

任

研

究

員

d

、

,

9

5

 

ァ

J

ヽ
~

）． 

こ
り

も
合
ま

？
 

宮

山

i

三

と

な

っ

て

い

岐

阜

愛

知

一

四

、

)

0

、.

汀
↑

l"'；・フ
て

0 

こ

の

硫

球

が

主

九

口

こ

t

ま

川

着

と

し,
1iー
／

r
1ノ
ー

抒

襲

'

l

j

阻

立

乃

一

i

)

一

立

ま

そ

ー
，
~
ー
ノ
ロ
I
i
イ

C

，
し
、
i
i

①

鹿

児

島

一

．

一

、‘
 

な
ぜ
上
位
が
こ
の
顔
ぶ
れ
―

の

に

つ

い

て

の

も

年

か

ら

一

4
0
0五
年

ま

で

の

六

年

間

に

刊

行

さ

れ

語

年

鑑

』

に

評

録

さ

れ

た

方

言

関

係

の

図

書

に

つ

い

て

、

都

道

府

県

別

の

件

数

を

調

査

し

ま

し

た

c’

，

之

だ

し

鹿

児

島

県

の

、

っ

ち

奄

笑

地

方

は

、

沖

縄

県

ど

と

も

に

「

硫

球

L

と

し

て

別

に

計

算

し

て

い

ま

す

c』
日

本

の

方

言

は

北

海

道

。

本

州

＇

四

国

・

九

州

及

ぴ

周

辺

の

島

々

で

さ

れ

る

「

本

士

方

言

，

一

，

こ

、

島

県

の

｛

及

び

沖

縄

県

で

話

さ

方

言

」

一

．

分

さ

れ

し

て

信
巳

F
り
ー
ノ

』

99

る

一

「
方
言
」
と
い
う
テ
ー
マ
ヘ
の
関
心

係

書
県
ー

,

l

 

一

本

を

置

？

た

」

レ

）

ヽ
し一

な

ど

の

よ

う

に

、

一

）

．

J

2

、

i
.9ゞ
ァ

、

し

こ

と

は

広

く

知

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

＇

?

3

1

-

,
'
r
l
 

9
.

、

J

I

.

、

こ

静

岡

県

の

浜

名

湖

を

結

ぶ

て

い

ま

す

t

こ

の

が

通

る

中

琶

地

方

の

県

、

そ

し

て

鹿

児

島

と

北

海

道

・

東

北

北

謡

と

い

這

県

が

1
0筐
ま

で

に

~

C

)

 

キ
6

i

の

端

、

と

い

｝

勺

地

連

的

要

囚

が

、

し

て

い

る

と

み

ら

れ

ま

す

n“

一

方

、

t~ 

大

阪

」

東

京

・

心

的

な

都

府

県

も

顔

を

出

し

て

い

ま

す

。

こ

ち

ら

は

文

化

・

経

済

な

ど

の

回

で

全

国

的

な

影

響

育

力

が

大

き

く

、

し

た

が

っ

て

そ

の

風

土

な
ど
へ
の
関
心
も
全
国
的
～
~

こ

っ

＼

t

に

ま

、

し
し
―
.
i
t

し，
1

-舟」
、

ー

ス

が

目

デ

い

の

ト
6

二
（
口

0
)
0

調

た

図

書

の

中

で

＼

の

新
野
直
楚
）

東

日

本

と

西

日

本

い

が

あ

る

、

と

い

、

つ
の

境

界

線

は

祈

「

糸

角

川

！

i

↓

浜

名

湖

線

」

の

南

と

北

の

靖

に

筐

置

す

る

¥

,

,

,

ぶ

{

-

1

ーし

っ

て

し

る

の

力

社

日

さ

ー

の

壕

界

邸

と

そ

の

南

北

両順

位

の

高

さ

に

関

係

三

大

郡

市

圏

の

中

々

の

気

質

・

個

性

い

と

い

え

ま

す

。

テ

ヽ

・

ー

マ

を

論

じ

そ

の

直

要

な

要

累

と

し

て

つ

き

ま

す

い

ッ

‘̀‘ 

で

す

カ

ぅ
＇
~

り

じ

ゴ

「

東

京

都

の

方

言

，

t
 

ゆ
る

:9~’ 

の

日

本

語

で

あ

「

大

阪

に

ペ

ー

ジ

を

割

い

て

言

及

し

た

ケ
「

東

京

の

方

言

」

と

聞

い

て

「

下

町

こ

と

ば

」

で

ヽ

と

L
>うくく
り

で

見

、よし
、

こ

ち

ら

に

関

す

る

図

書

も

件

数

に

入

っ っ

た

特

色

を

持

つ

八

よ

島

の

方

言

1 9琴文化庁月報 2007.1 
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今

年

の

年

賀

状

は

何

を

使

っ

て

書

き

ま

し

た

か

。

も

ら

っ

た

中

に

毛

筆

の

も

の

は

あ

り

ま

し

た

か

。

筆

記

具

メ

ー

カ

ー

の

パ

イ

ロ

ッ

ト

は

年

賀

状

に

関

す

る

調

査

を

行

っ

て

い

ま

す

。

新

聞

に

掲

載

さ

れ

た

調

査

結

果

か

ら

、

筆

記

具

の

変

遷

を

み

て

み

ま

し

ょ

う

（

年

は

作

成

す

る

年

賀

状

の

年

を

指

し

ま

す

）

。

【

昭

和

五

四

年

】

①

万

年

筆

（

＝

＿

五

％

）

②

筆

ペ

ン

③

サ

イ

ン

ペ

ン

0毛
筆

（

七

％

）

【

平

成

六

年

】

①

サ

イ

ン

ペ

ン

（

二

七

％

）

②

筆

ペ

ン

（

二

三

％

）

③

万

年

筆

（

二

0
%
)
④

ボ

ー

ル

ペ

ン

(

-

九

％

）

⑤

パ

ソ

コ

ン

・

ワ

ー

プ

ロ

（

七

％

）

⑥

毛

筆

（

四

％

）

【

平

成

一

四

年

】

パ

ソ

コ

ン

（

三

八

％

）

電

子

メ

ー

ル

（

三

0
%
)
手

書

き

の

時

は

①

ボ

ー

ル

ペ

ン

（

四

六

％

）

②

サ

イ

ン

ペ

ン

（

四

三

％

）

③

筆

ペ

ン

（

二

＿

％

）

毛

筆

利

用

は

少

な

い

中

で

更

に

減

少

し

、

よ

く

使

わ

れ

る

筆

記

具

は

、

万

年

筆

か

ら

筆

ペ

ン

、

サ

イ

ン

ペ

ン

、

ボ

ー

ル

ペ

ン

ヘ

と

変

わ

り

ま

し

た

。

一

方

、

機

器

の

利

用

は

着

実

に

増

え

続

け

、

平

成

一

八

年

の

年

賀

状

で

は

パ

ソ

コ

ン

利

用

が

六

八

％

と

初

め

て

三

分

の

二

を

超

え

ま

し

た

。

と

こ

ろ

で

、

年

賀

状

は

縦

書

き

と

横

書

き

、

ど

ち

ら

が

多

か

っ

た

で

す

か

。

日

本

語

の

伝

統

的

な

書

き

方

は

縦

書

き

で

、

横

書

き

は

算

用

数

字

や

英

字

な

ど

を

併

用

し

や

す

い

と

新

た

に

取

り

入

れ

ら

れ

た

も

の

で

す

。

昭

和

二

六

年

の

「

公

用

文

改

善

の

趣

旨

徹

底

」

（

内

閣

通

達

）

で

執

務

能

率

増

進

の

た

め

左

横

書

き

が

推

奨

さ

れ

た

こ

と

な

ど

も

あ

り

、

次

第

に

左

横

書

き

が

広

ま

り

ま

し

た

。

さ

て

、

今

か

ら

五

0
年

ほ

ど

前

ま

で

は

、

履

歴

書

と

い

え

ば

和

紙

に

毛

筆

縦

書

き

が

不

文

律

の

慣

習

で

し

た

。

当

時

の

学

生

と

い

え

ど

も

日

常

ほ

と

ん

ど

毛

筆

を

使

う

こ

と

は

な

く

、

履

歴

書

を

書

く

た

め

に

、

和

紙

や

墨

を

買

い

求

め

た

り

代

書

を

頼

ん

だ

り

、

苦

労

し

て

い

た

よ

う

で

す

。

．

昭

和

二

六

年

に

は

「

実

力

本

位

を

貴

ぶ

こ

れ

か

ら

の

時

代

に

は

体

裁

本

位

に

ひ

と

し

い

毛

筆

履

歴

書

は

時

代

お

く

れ

」

と

ペ

ン

字

容

認

の

投

書

(

1

0

月

三

一

日

付

『

読

売

新

聞

』

朝

刊

「

気

流

」

欄

）

が

見

ら

れ

ま

す

が

、

「

一

生

に

何

枚

し

か

必

要

と

し

な

い

履

歴

書

ぐ

ら

い

落

着

い

て

誠

意

を

こ

め

て

」

「

適

宜

な

用

紙

で

能

率

的

に

仕

上

げ

る

の

は

履

歴

書

の

質

の

低

下

」

(

―

一

月

七

日

付

同

欄

）

と

反

論

さ

れ

て

い

ま

す

。

昭

和

三

一

年

、

東

京

大

学

法

学

部

の

学

生

自

治

会

が

「

履

歴

書

ペ

ン

字

横

書

き

運

動

促

進

委

員

会

」

に

新
闘
に
見
る
五

0
年
前

毛
筆
縦
書
き

ー――_
-

h

-

―ーニ―＿ー
h
-

＝ニ―――――――-―ーでよ髯，
9

g`
.
,
9

惰

そ

—~—,,~ 

反

響

を

伝

え

る

七

月

一

日

付

『

毎

日

新

聞

』

朝

刊

の

記

事

に

よ

れ

ば

ー

筆

墨

商

や

習

字

学

会

は

「

毛

筆

書

き

は

東

洋

の

伝

統

美

徳

」

「

毛

筆

書

き

に

は

書

い

た

人

の

人

が

ら

が

現

れ

る

。

就

職

試

験

に

は

絶

対

に

必

要

だ

」

と

反

対

。

「

代

書

屋

」

は

「

客

の

三

分

の

一

は

履

歴

書

。

全

部

ペ

ン

書

き

に

し

た

ら

失

業

し

て

し

ま

う

」

と

不

安

な

表

情

。

一

方

、

日

本

能

率

協

会

な

ど

は

「

い

ま

ご

ろ

履

歴

書

の

筆

書

き

な

ど

お

か

し

い

話

で

、

旧

弊

を

打

破

す

る

こ

と

は

喜

ば

し

い

」

と

賛

成

。

求

人

側

も

大

勢

は

「

ペ

ン

書

き

で

も

可

」

と

い

っ

た

反

応

。

八

月

に

は

横

書

き

の

ワ

ク

が

印

刷

さ

れ

た

履

歴

書

の

新

書

式

(

J

I
S規格）
が

発

表

さ

れ

ま

し

た

。

新

し

い

履

歴

書

は

一

0
枚

一

0
円

。

代

書

料

は

一

回

四

、

五

0
円

く

ら

い

（

昭

和

二

六

年

の

記

事

よ

り

）

で

し

た

か

ら

経

費

節

約

に

も

な

っ

た

こ

と

で

し

ょ

う

。

そ

の

後

、

「

ペ

ン

字

横

書

き

履

歴

書

0
k
求

人

側

も

八

割

賛

成

日

銀

な

ど

II扱
い

や

す

く

便

利

＂

」

（

昭

和

三

一

年

一

0
月

二

七

日

付

『

毎

日

新

聞

』

夕

刊

）

の

記

事

に

あ

る

よ

う

に

、

ペ

ン

字

横

書

き

履

歴

書

の

活

動

は

急

速

に

実

を

結

ん

で

い

き

ま

し

た

。

近

年

は

履

歴

書

を

何

十

通

も

作

成

す

る

場

合

も

あ

り

、

「

一

生

に

何

枚

」

か

を

筆

で

書

い

て

い

た

五

十

余

年

前

と

は

状

況

も

書

き

方

も

大

き

く

変

わ

り

ま

し

た

。

＊
新
聞
記
事
は
国
語
研
究
所
の
「
こ
と
ば
に
関
す
る
新
聞
記
事
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
集
め
ま
し
た
0

h
ttp
:
/
/
w
w
w
.
k
o
k
k
e
n
.
g
o
.j
p
/
 

si
n
b
u
n
で
ど
な
た
で
も
自
由
に
検
索
で
き
ま
す
。

（
情
報
資
料
部
門
主
任
研
究
員
池
田
理
恵
子
）

よ

る

活

発

な

活

動

を

展

開

し

状

況

は

大

き

く

変

わ

り

ま

し

た

。

j——

~rl~. 

璽
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贔

~
f
、夏一，ャ
A

)
i
d
 

の

土

地

の

目

上

の

に

の

調

査

結

果

か

ら

、

．

茎

国

の

と暮らし…………..•最終回

しー と

、

口

民

の

言

詞

生

活

を

必

要

な

胃

立

こ

の

よ

に

配

慮

す

る

こ

-,ベ
に

｝
ツ
つ
r_.
J
,

.

,

1

 

地

域

と

っ

て

は

、

「

方

言

の

二
ふじf

l
9
・
 

ヽ

・

ヽ

ら
＇ し、

に

当

た

ら

な

い

塁

砺

面

で

も

、

旭

域

の

ダ

）
i
i
 

こ

の
問
題
]
]
言
し

首
都
厨
の
よ
う
旦

っ

て

ま

す

か

類

」

ら

は

、

の

芸

｝

マ―
‘`~ 

¥I ・} 

る

共

通

語

と

異

な

る

方

言

言

語

生

活

に

欠

か

せ

な

い

も

ま

で

は

、

グ）

っ

-

i

J

I

っ

ど

ん

な

さ

り

ま

-

9

~

9

 

「

知

っ

て

は

り

ま

す

か

印

っ

と

っ

て

で

ー
！
~
一

員

」

、

米
ポ

・

兵

庫

。

岡

山

等

こ

、

特

徴

的

な

方

、

西

日

本

を

中

心

と

し

た

各

地

に

見

ら

れ

ど

に

は

、

尊

敦

語

を

使

わ

な

い

「

知

乙

ミ

て

る

か

類

」

が

広

が

る

3

こ

あ

れ

ば

尊

敬

語

を

使

っ

て

当

の

中

で

は

、

し

て

と

ら

え

る

（

研

究

開

発

部

門

一

言

語

問

題

ク

）

ー

フ

主

任

研

究

員

三

井

は

る

み

）

‘
-
、

4
j
、
4

-[{~-I 
I

}

L

卜

し
▼
.
 

こ

と

は

、

答

申

¥
4
 
＞
 

こ

の

＇ニ
ベア

に
¥,、

、

日

本

全

国

の

国

民

こ
旨
十

f
'
十
1
並^

ヽ
一ト

へ

王

国

共

通

語

「

こ

先

ご
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